




2016 年 1 月 15 日（金）未明、長野県軽井沢でスキーツアーバスの転落事故がありました。乗員・

























14 日（木）午後 11 時に乗客（39 名）を乗車させ原宿（東京都渋谷区）を出発し、関越道、上信越











乗員 2名は死亡、また死亡した乗客 13 人全員が大学生でした。所属大学は、首都大学東京をはじ














事故に遭った学生の事実確認 /初期対応体制の構築 /現地での情報収集 /お見舞い /連絡その他 /
一般学生への通知やサポート /学生相談室によるメンタルヘルス支援の役割分担 /葬儀への参列 /
学内関係諸部門への告知 /人社系への事実報告メール /人社系教授会での報告（1/21 予定）/学生
委員会での報告（1/28 予定）/メディア対応、についてです。　



























1月 19 日（火）に田原寛さんの告別式に教員 3名が参列・学生の引率／対応をしました。大学お
よびサークル等から献花を行いました。

































2月 7日（日）に、死亡学生の 2015 年度後期成績評価の依頼文書を送付いたしました。



























































　3月 22 日（木）平成 29 年度卒業式








1 月 15 日（金）






















1月 17 日（日） 【教員による入院先訪問】 ・教員3名が被害学生の入院先3箇所（長
野県・栃木県）を訪問
・学生および保護者と面会し、状況把握





















































1月 25 日（月） 【田原寛さんを偲ぶ会」企画委員会】 社会福祉学教室学生
2月 4日（木） 【「田原寛さんを偲ぶ会」実行委員会開催】 社会福祉学教室のほか、学生サークル団
体代表























11 月 【大学祭】 田原さん両親来校
2017 年
2 月 5 日（日）
【実習報告会】






















3 月 22 日（木）
【平成 29 年度卒業式】












○報道にてご存知のことと思いますが、1月 15 日午前 1：55 頃　軽井沢スキーツアーバスの転倒事





































□ 2016.1.21　第 11 回人文・社会系教授会
・悲しいお知らせです。報道にてご存知のことと思いますが、1月 15 日午前 1：55 頃　軽井沢スキー















































































































続いて 6月 24 日の演習授業では、学生同士で地域住民とコミュニティワーカーの役に分かれて地
域の問題を解決するロールプレイをしました。ここでは田原君は相談者の支援者に対する目線を強
く意識しています。相談援助専門職としての自己覚知能力の高まりを感じます。


























後期 2回目の授業は、3年生の実習報告でした。当時の 3年生が当時 2年生だった田原君たちの前
で自分たちが経験した実習について語り、2年生の実習先の選択の参考となる情報を与えるための授
業です。この授業の最後に田原君は次のように書いています。























2016 年 1 月 6 日　社会福祉援助技術演習Ⅱ（担当　長沼）
「ミクロレベルでのソーシャルワークの展開 2」
軽井沢バス事故の記録
84
　“泣いている人には、こちらが感情移入してしまって、話が聞き出せず、不機嫌な人には圧倒され
てしまった。どちらも感情をむき出しにしている相手であり、どれだけそれにのみこまれずに事実
に基づいた話や、これからのことについて述べていけるかが重要だと思った。”
また、この授業のまとめとしての感想では、田原君は相談支援における信頼関係構築の重要性に
着目しています。
　“ どんなにこいつはひどい奴だと思っていても、関係を築けなければ支援は始まらない。なので、
いかに、この人なら話しても大丈夫だという信頼をもっていけるかが大事だと思った。“
田原君の 2015 年度の演習授業を振り返って。彼が本来もっていた人間同士のつきあいや信頼関係
の大切さという個人的信条が、ソーシャルワークの専門技術の学習のなかで、職業倫理や専門性へ
と発展してきた様子がうかがえます。相談援助実習の事前学習の段階で、すでに実習課題のいくつ
かを達成していた田原君が、3年次の実習でどこまで課題を達成できたか見られなかったことは教員
一同残念でなりません。
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